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 １２月
がつ

の三者
さんしゃ

懇談会
こんだんかい

のときにお願
ねが

いした「教 育
きょういく

活動
かつどう

に関
かん

するアンケート」へのご 協 力
きょうりょく

、

ありがとうございました。このアンケートは、この１年
ねん

における本校
ほんこう

における教 育
きょういく

ビジョン

や川越町
かわごえちょう

教 育
きょういく

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の進
すす

み具合
ぐ あ い

や定着度
ていちゃくど

をはかり、今後
こ ん ご

の教 育
きょういく

活動
かつどう

にいかしていくも

のです。結果
け っ か

・分析
ぶんせき

については、次
つぎ

のページ以降
い こ う

に、生徒
せ い と

・保護者
ほ ご し ゃ

・教 職 員
きょうしょくいん

の三者
さんしゃ

比較
ひ か く

の

グラフで記載
き さ い

しましたので、ご確認
かくにん

ください。 

なお、全体
ぜんたい

としては、おおむね例年
れいねん

通
どお

りの結果
け っ か

となっています。川越
かわごえ

中学校
ちゅうがっこう

の生徒
せ い と

たちにとって、よりよい「学
まな

び」となるように、今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き、学校
がっこう

として進
すす

めてまいります。ご家庭
か て い

においても、ご理解
り か い

・ご指導
し ど う

をお願
ねが

い
いたします。 
 

 
 

〔結果
け っ か

は、次
じ

ページ以降
い こ う

〕 
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令和７年度川越中学校「教育活動に関するアンケート」（生徒・保護者・教職員比較から） R7.12実施

 昨年度同様、三者とも90％を超える肯定的な回答となっ
ており、学ぼうとする意欲や学びの大切さについて理解し
ていることがわかる。今後は、生徒自身が主体的に学びが
深められるよう取組をすすめたい。

 設問は、生徒「社会で必要な能力は何か、考えたことが
ある」、保護者「川越町教育基本方針の『五つの「ＳＨＯ
Ｗ」』を知っている」である。３者とも、おおむね昨年度
通りの結果となっている。

 生徒・教職員とも90％強、保護者は約65％の肯定的な回
答となっている。この違いは、家庭と学校での姿が違うこ
とが原因の１つと予想される。保護者の方に、学校での様
子がわかるような情報発信に努めたい。

 85％強の生徒、約80％の保護者は肯定的な回答である。
若干、生徒と保護者で差があり、学校と家庭での様子に状
況や捉えの違いがあることが予想される。社会との接続を
考え、特に言葉遣いの指導をすすめていきた。

 生徒は66.1％が肯定的な回答となっている。家庭学習
は、これまでも本校の課題として捉えている。今後は、引
き続きメタ認知や自己調整力を意識し、主体性に、自らの
力を伸ばすための家庭学習につなげていきたい。

 おおむね昨年度と同様の結果である。教員の説明は、一
定、わかりやすいようである。授業では知識・技能だけで
なく、思考・判断・表現を問うことが増えており、今後、
この項目自体を検討する必要を感じている。
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あてはまら

ない

あまりあて

はまらない

だいたいあ

てはまる

良くあては

まる
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

生徒 保護者 教職員

家庭でも、宿題をはじめとした授業の予習や復習など

の学習に取り組んでいる。
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自ら進んであいつさができ、ていねいな言葉づかいが
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R7学校評価(2p/4)
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 本年度、2年生数学科で少人数授業、全学年英語科でＴ
Ｔ授業を行っている。2年生は85％強が肯定的な回答をし
ており、少人数授業の効果を感じている。少人数授業で
は、習熟度別コースで実施している。

 ３者とも90％を超える肯定的な回答となった。仲間づく
りをベースとして、「主体的・対話的で深い学び」となう
よう各教科において、ペア・グループ学習をすすめてい
る。今後も引き続き、研修をすすめたい。

 生徒・保護者ともに90％超える肯定的な回答となってい
る。本校としても、いわゆる体験学習は重要と考えてお
り、今後、１つ１つの体験学習の目的をしっかりと意識し
た活動となるよう取組をすすめたい。

 おおむね昨年度通りの結果となっている。評価はテスト
だけでなく、授業での作品制作、パフォーマンス課題等や
日々の授業の中でのみとりで行われる。そのことが生徒に
も保護者にも、理解されてきていることが伺える。

 ３者とも90％を超える肯定的な回答となっている。体育
祭・文化祭、キャリア学習、食育、人権学習等教科外での
活動にもしっかりと取り組めている結果であると考える。
引き続き、充実した取組になるようすすめていきたい。

 おおむね昨年度通りの結果となっている。仲間づくりを
ベースに、教科授業でもペア・グループでの活動をすすめ
ながら、取組をすすめている結果だと感じている。今後
も、仲間づくりを大切に取組をすすめていきたい。
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TT（ティームティーチング：複数の先生で行う授業形態）

による授業の方が、先生と関わり合える機会が多い。

あてはまら

ない

あまりあて

はまらない

だいたいあ

てはまる

良くあては

まる
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

生徒 保護者 教職員

授業では、班活動などを通して、仲間との話し合いが

よく行われている。
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生徒 保護者 教職員

自然教室・職場体験・修学旅行などの学習に意

欲的に取り組めた。
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生徒 保護者 教職員

学校の成績は、テストの点数だけでなく、学習活動全

体で評価されている。
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学校行事や学級活動など、教科の学習以外の活動も、

積極的に取り組んでいる。

あてはまら

ない

あまりあて

はまらない

だいたいあ

てはまる

良くあては

まる
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

生徒 保護者 教職員

みんなが協力できるまとまりのある学級となっている。
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R7学校評価(3p/4)
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 おおむね昨年度通りの結果となっている。現在、道徳は
学年教員が順番に授業を行っており、この形が浸透しつ
つ、多様な教員の価値観にふれる機会となっている。来年
度も自らの価値観をふりかえる機会として、継続したい。

 おおむね昨年度通りの結果となっている。保護者の肯定
的な回答が増加しているため、家庭では読書活動がこれま
でより進んでいると思われる。今後も、活字に慣れ、自ら
の世界を広げるために、読書活動を推進したい。

 現在、任意加入となっており、肯定的な回答は高い。来
年度の夏の大会以降、休日の部活動は学校では行わないこ
とになる。今後は、町の部活動地域展開や地域での習い
事、イベント等、休日の過ごし方が変わっていく。

 生徒の肯定的な回答が他の２者と比べ、低い値となって
いる。思春期をむかえ、生徒と保護者の関係が変化する時
期でもあることや生徒が配付物を保護者に渡していない等
の原因が考えられる。

 生徒・保護者ともに90％以上の肯定的な回答があり、基
本的に担任や学年団に対する信頼関係が気づけている状況
である。今後も学校は、生徒と、家庭との信頼関係づくり
をていねいに努めていきたい。

 ３者とも90％を超える肯定的な回答をなっている。本校
の生徒は自己肯定感は高く、学校や家庭で「褒めて」育つ
環境が定着しつつあると思われる。来年度は、「主体性」
の育成も高めながら、自己肯定感を涵養してきたい。
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部活動に積極的に取り組めている。（３年生は、取り組
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R7学校評価(4p/4)
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 85%強の生徒が、自分の成⻑を感じている。学年が上がるごとに、少しずつではあるが、値は上がっている傾向にある。
教科授業を中心とした学力・学習面や体力・運動面の値が高いことは当然であるが、川越中学校が大切にしているコミュニ
ケーションや仲間づくりにかかわる成⻑を感じていることは、本校の特徴だと考える。生徒たちの力を定着させ、さらに伸
ばしていくために、来年度以降、家庭学習の充実が図れるよう取組を検討したい。

 保護者の肯定的な回答が他の２者と比べ、低い値となっ
ている。現在、校舎改築で仮校舎での生活となっているが
こと原因と考えられる。来年度、冬に完成する新校舎は防
災対策も行われる予定である。

 保護者は85%強が肯定的な回答をしており、いざという
ときの対応について生徒と保護者が一定、共通理解が図れ
ている。今後も学校として、震災等に危機感を持ちなが
ら、防災教育を進めていく。

 95％超の生徒が肯定的な回答をしている。タブレットが
文房具同様、学びに利用する１つのツールとして日常化し
ている状況が読み取れる。今後は、学びを深めるための
ツールとしての活用を進めていきたい。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

生徒 保護者 教職員

学校の施設は安全であり、安心してに生活できるとこ
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教科授業をはじめ、さまざまな活動でタブレットを活用し
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この１年間で自分の成長を実感している
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